





























































































巌 hl-JFe 十JFe] (3)
ここで,4は EDFの位置作用素,F は線形な '透熱 potential面"の傾き,Jは透熱状態間の遷移
行列要素.IDFの持つ時間 scaleを hの値と独立にするため,葺 に因子 hが付いてます. この
Hamiltonianは,量子写像系の "kickpart"と読むことができます.このため,Pechukasの有効作用







確に観察するため,Feynman核のEDFの境界条件として coherent状態を採用 しました. このた
め,Klauderの半古典 coherent状態経路積分法と,ここで現われてくるStokes現象の処理のため,
Adachiの処方毒を用いました [11ト
まず,IDFの始状態と終状態が同一の透熱状態である場合について述べます.このとき期待される
ことは,基本的に,EDFは透熱面からの影響で運動することです.確かに,coherentstateの確率振幅
の peak近傍では,この様子が現れます.さらに,ここでは,古典解が唯一なので,有効的にGauss波
束動力学 [12]が成立していると言えます･このとき,透熱面からの補正を持つ有効 potentail-S(q)
の下での EDFの運動という措像は自然で単純です.一方,確率振幅の裾では,(伏見表示における)量
子干渉現象が発現します.すなわち,半古典核に寄与する軌道が複数存在 して,Gauss波束動力学が
破綻 します.原因は,Pechukasの有効作用の対数的発散です.この作用の発散は,影響汎関数に立ち
戻って考えればIDFの量子振動に由来するものと理解できます‥(EDFの配位空間中の)対数発散点
において,IDFの "条件付き"確率振幅である影響汎関数の値は零です.これは次のことを意味しま
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す:EDFの実古典軌道近辺では透熱遷移が弱 く破壊的干渉を引き起こすまでに至りませんでしたが,
一方,複素領域の深部では,透熱遷移が頻繁に起きます.有効作用の対数発散が起きるものの,Stokes
現象を正しく処理することで,定性的に正しいFeynman核の半古典論評価を得ることはできます.対
数発散点の周囲に一対の焦点が現われ,Stokes線は焦点と対数発散点を結びます.この模型のように
写像 1stepの時間発展の下で,量子多成分系の半古典論に顕著なことは,これら対数発散点,焦点およ
びStokes線の配置です.
つぎに,IDFの始状態と終状態が異なる透熟状態である場合について述べます.このとき,透熱遷移
によって確率振幅は終状態-と漏れていき,完全に非古典的な過程のはずです.数値実験では,短時間
ではこの漏れた波束は干渉を起こさず,Feynman核-寄与する古典軌道は唯一であり,Gauss波束動
力学的な挙動を示しました.
最後に,IDEの始状態と終状態が一般の場合について述べます.以上の場合とは対照的に,短時間領
域ですら,Gauss波束動力学的とは掛け離れた挙動が兄いだしました.このとき,Gauss波束の peak
に相当するものが無いため,通例の半古典coherentstate経路積分法では比較的容易であった,Stokes
現象の処理が著しく困難となります.この過程の解析は将来の課題とします.
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